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実
現
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
れ
ば

CO2

の

排
出
が
ゼ
ロ
か
と
い
う
と
、
実
は
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
素
社
会
の
実
現

の
た
め
に
は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の

研
究
や
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
い
ま
現
在
で

も
、

CO2

は
排
出
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の

CO2

を
大
気
中
に
放
出
す
る
の

で
は
な
く
、
分
離
回
収
・
貯
留
す
る
技
術

（
C
C
S
）
を
導
入
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
、

現
在
の
社
会
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に

大
気
中
の

CO2

を
回
収
す
る
技
術
開
発
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
。

国
内
で
は
、
C
C
S
技
術
の
実
用
化
を
目

指
し
、
2
0
1
2
年
度
か
ら
、
北
海
道
の
苫

小
牧
で
経
済
産
業
省
に
よ
る
実
証
試
験
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

CO2

を
回
収
す
る

に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
苫
小

牧
の
実
証
試
験
で
は
、

CO2

を
吸
収
溶
液
に
溶

解
さ
せ
る
化
学
吸
収
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
貯

留
す
る
方
式
と
し
て
は
、
世
界
で
は
、
地
中

に
圧
入
す
る
地
中
貯
留
、
海
底
に
圧
入
す
る

海
底
下
貯
留
、
海
水
に
溶
か
す
中
層
溶
解
が

あ
り
ま
す
が
、
苫
小
牧
で
行
っ
て
い
る
の
は
海

底
下
貯
留
で
す
。
海
底
下
約
1
0
0
0
m
と
、

約
3
0
0
0
m
の
2
層
に
、
回
収
し
た

CO2

を

陸
地
か
ら
専
用
管
で
圧
入
し
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
年
間
10
万
t
以
上
の

CO2

の
圧
入
に

成
功
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
国
内
の

CO2

排
出

量
は
、
年
間
約
11
・
3
億
t
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
の
帯
水
層
全
体
の

CO2

の
貯
留

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
可
能
量
は
約
1
5
0
0
億
t

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
苫
小
牧
で
の
実
証
試

験
は
、
日
本
の
C
C
S
の
実
用
化
に
と
っ
て
、

大
き
な
前
進
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
S
E
A
）を

取
り
入
れ
、

地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要

し
か
し
、
今
後
、
C
C
S
を
実
用
化
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
技
術
的
な
問
題
だ
け
で
な

く
、
新
た
な
制
度
設
計
が
必
要
で
す
。
例
え

ば
、
苫
小
牧
で
の
実
証
試
験
は
、
海
洋
の
汚

染
防
止
を
定
め
た
国
際
条
約
で
あ
る
ロ
ン
ド

ン
条
約
で
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
国
内
の
海
洋

汚
染
防
止
法
（
以
下
、
海
防
法
）
を
改
正
す

る
こ
と
で
初
め
て
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

C
C
S
が
い
く
ら
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い

え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
海
洋
汚
染
が
起
き
て
し

ま
っ
て
は
本
末
転
倒
で
す
。
つ
ま
り
、
複
数

の
政
策
の
視
点
を
欠
い
て
は
、
本
当
の
問
題

解
決
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
社
会
に
と
っ
て
新
し
い
技
術
で
あ
る

C
C
S
を
導
入
、
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

新
た
な
法
政
策
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
適
切
な

ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
見
出
す
こ
と
、
つ
ま

り
、
い
く
つ
か
の
政
策
を
組
み
合
わ
せ
て
同

時
期
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
き
わ
め
て
重
要

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
複
数
の
大
学
の
研

究
チ
ー
ム
が
連
携
し
、
本
学
が
総
括
を
行
う

研
究
体
制
を
組
み
、
新
た
な
制
度
設
計
を
提

案
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
苫
小
牧
の
実
証
試
験
で
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
の
ひ
と
つ
が
、
漁
業
権
と
の
問

題
で
す
。
C
C
S
は
新
し
い
技
術
で
あ
り
、

漁
業
権
者
が
、
C
C
S
の
操
業
に
よ
る
環
境

へ
の
影
響
や
、

CO2

が
漏
洩
し
た
と
き
の
リ
ス

ク
を
危
惧
す
る
の
は
当
然
で
す
。
苫
小
牧
で

は
、
実
施
者
側
が
C
C
S
の
社
会
的
重
要
性

や
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
十
分
説
明
し
、

地
元
の
漁
業
関
係
者
が
理
解
を
示
し
た
こ
と

で
、
実
施
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
、

CO2

を
回
収
・貯
留
す
る
実
証
試
験

2
0
1
8
年
の
夏
、
日
本
は
記
録
的
な
酷

暑
に
な
っ
た
り
、
西
日
本
で
は
過
去
に
例
が

な
い
ほ
ど
の
豪
雨
に
な
る
な
ど
、
異
常
気
象

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
は
地
球
温
暖
化
の

影
響
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
地
球
温
暖
化
を

招
い
て
い
る
原
因
の
一
つ
に

CO2

な
ど
の
温
暖

化
ガ
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
2
0
1
5
年
に

開
催
さ
れ
た
第
21
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締

約
国
会
議
（
C
O
P
21
）
で
は
、
世
界
の
平

均
気
温
の
上
昇
を
、
産
業
革
命
前
と
比
べ
て

＋
2
℃
に
抑
え
る
と
い
う
目
標
が
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
日
本
で
は
、
国

内
の

CO2

の
排
出
削
減
・
吸
収
量
の
確
保
に
よ

り
、
2
0
3
0
年
度
に
2
0
1
3
年
度
比
で

CO2

の
26
・
0
％
削
減
の
目
標
を
立
て
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
現
在
、
発
電
供
給
量
の
32
％
を
占
め
る

石
炭
火
力
は

CO2

の
排
出
が
大
き
い
こ
と
か
ら

そ
の
割
合
を
下
げ
、

CO2

の
排
出
が
小
さ
い
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
政
府
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
に
も
あ
る
よ
う
に
、
水
素
社
会
の

CO2の排出削減は、地球規模の課題になっています。
日本も、国内の排出削減・吸収量の確保により、
2030年度に、2013年度比26.0％削減の目標を立てていますが、
これを実現するには、CO2を分離回収して貯留する技術（CCS）の早期導入が欠かせません。
では、そのためにはどんな課題があるのでしょう。

集中豪雨を防ぐためには、法整備が必要!?
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す
べ
て
の
地
域
で
そ
れ
が
上
手
く
い
く
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
1
9
9
7
年
に

環
境
影
響
評
価
法
が
で
き
、
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
大
規
模
な
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
自
ら
が
環
境
へ
の
影
響
を
予

測
評
価
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
事
業
段
階
に
お
い
て
、
環
境

影
響
評
価
だ
け
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

C
C
S
に
お
い
て
は
、
計
画
段
階
で
、
環
境

面
、
社
会
面
、
経
済
面
を
配
慮
し
た
戦
略
的

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
S
E
A
）
を
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
社
会

的
受
容
性
や
経
済
性
の
評
価
を
行
っ
た
上
で
、

C
C
S
の
サ
イ
ト
選
定
導
入
、
操
業
、
閉
鎖

計
画
、
閉
鎖
後
の
長
期
管
理
、
ま
た
、
漏
洩

な
ど
の
異
常
事
態
に
対
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
お
よ
び
措
置
、
そ
の
財
政
面
で
の
補

償
制
度
、
長
期
保
証
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
に
情
報
開
示
と
説
明
を
行
い
、

十
分
な
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

考
え
る
必
要
が
あ
る
制
度
設
計

さ
ら
に
、
C
C
S
の
導
入
、
普
及
に
お
け

る
制
度
的
課
題
と
し
て
、
C
C
S
先
進
国
の

包
括
的
な
法
規
制
の
比
較
研
究
か
ら
、
取
り

組
む
べ
き
段
階
・
時
期
ご
と
の
制
度
的
課
題

を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
普
及
段

階
（
操
業
段
階
）
で
は
、
貯
留
お
よ
び
閉
鎖

後
管
理
段
階
で
、
監
督
官
庁
の
設
定
、
お
よ

び
、
事
業
許
認
可
制
度
、
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
コ
ス
ト
負
担
を
ど
う
す
る
か
、
保
険
・

補
償
制
度
な
ど
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
C
C
S
導
入
推
進
に
効
果
が
期
待

さ
れ
る
政
策
手
法
と
し
て
、
京
都
議
定
書
で

も
規
定
さ
れ
て
い
た
、

CO2

排
出
取
引
制
度

（
CO2

排
出
枠
を
定
め
、
排
出
枠
が
余
っ
た
企
業

と
、
排
出
枠
を
超
え
た
企
業
と
の
間
で
取
引

（
ト
レ
ー
ド
）
す
る
）
や
、
工
場
、
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
る

CO2

に
一
定
基
準
を
設
け
、
そ

れ
を
規
制
す
る
制
度
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

C
C
S
の
導
入
・
普
及
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
し
て
は
、
民
間
が
事
業
主
体
に
な
る
場
合

の
規
制
型
と
、
公
共
が
事
業
主
体
と
な
る
推

進
型
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
農
用
地
土
壌

汚
染
防
止
法
で
は
、
国
民
の
安
全
性
を
第
一

と
し
、
公
共
負
担
で
対
応
し
ま
し
た
。

C
C
S
事
業
に
お
い
て
も
、
公
共
負
担
を
メ

イ
ン
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
苫
小
牧
の
実
証
試
験
で
は
、
国
の
事

業
で
す
が
、
圧
入
を
終
え
た
閉
鎖
後
の
管
理

体
制
に
つ
い
て
、
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
環
境
省
か
経
済
産
業
省
か
は
別
と
し

て
、
国
の
管
理
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
海
防
法
な
ど
の
現
行
法
で
対
応
す
る

場
合
の
改
正
点
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、

新
法
で
対
応
す
る
場
合
に
も
超
長
期
で
管
理

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
、
管
理
責
任

者
を
国
と
す
る
と
し
て
も
、
実
施
主
体
は
国

が
許
認
可
す
る
公
共
（
運
営
機
関
）
に
移
転

さ
せ
、
異
常
時
措
置
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
公
共
（
運
営
機
関
）
が
責
任
を
も
っ
て
対

応
す
る
体
制
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
C
C
S
の
実
施
方
法
と
事
業

主
体
を
推
進
型
で
考
え
た
場
合
、
ま
ず
、

CO2

を
分
離
・
回
収
す
る
の
は
温
暖
化
ガ
ス
の
排

出
事
業
者
で
す
。
事
業
所
や
工
場
等
に
C
C
S

の
施
設
を
付
設
す
る
こ
と
を
義
務
化
す
る
か

は
現
下
の
検
討
課
題
で
す
。
回
収
さ
れ
た

CO2

を
圧
入
・
貯
留
施
設
ま
で
輸
送
す
る
の
は
、
公

共
と
、
委
託
を
受
け
た
民
間
の
共
同
で
行
っ

た
り
、
圧
入
・
貯
留
も
、
民
間
の
方
が
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
民
間
を
中
心
に

公
共
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
閉
鎖
も
、
公
共

と
民
間
の
共
同
で
行
い
、
長
期
管
理
に
入
っ

て
か
ら
は
、
国
が
管
理
責
任
者
と
な
り
、
公

共
・
民
間
が
実
施
者
と
な
り
ま
す
。
異
常
時

は
公
共
で
対
応
し
、
民
間
が
作
業
委
託
を
受

け
ま
す
。
全
体
の
費
用
に
つ
い
て
は
、

CO2

の

排
出
量
に
応
じ
て
、
事
業
者
か
ら
応
分
の
負

担
金
を
徴
収
し
、
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る

方
法
が
有
効
で
す
。
汚
染
者
負
担
原
則
の
観

点
か
ら
、
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
仕
組

み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

C
C
S
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
生
活
者
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
も
重
要

さ
ら
に
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、
石
炭

火
力
や
重
油
炊
き
の
発
電
所
は

CO2

を
回
収
・
貯

留
す
る
施
設
を
必
ず
設
け
る
と
い
う
、CCS-

Ready

法
（Capture Ready

）
の
策
定
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
日
本
の
C
C
S
技
術

を
他
国
に
移
転
し
、
そ
こ
で
成
果
を
上
げ
る
こ

と
で
日
本
の

CO2

削
減
実
績
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
、

日
本
版
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
二
国
間
ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
J
C
M
）
を
二
ヵ
国
間
で
行

う
こ
と
も
検
討
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

CO2

の
削
減
は
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
り
、

C
C
S
は
大
き
な
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
私

た
ち
国
民
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
、
決
し
て

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
環
境
問
題

は
、
基
本
的
に
は
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
す
。

企
業
が
商
品
を
つ
く
る
た
め
に
電
力
を
使
え

ば
、
そ
の
た
め
に
排
出
さ
れ
る

CO2

に
応
分
の
負

担
金
が
課
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
商
品
価
格
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
負

担
す
る
の
は
私
た
ち
消
費
者
な
の
で
す
。
そ
れ

を
せ
ず
に

CO2

の
排
出
が
野
放
し
に
な
れ
ば
、
異

常
気
象
に
繋
が
り
、
被
害
を
被
る
の
も
私
た

ち
住
民
で
す
。
日
頃
か
ら
、
省
エ
ネ
な
ど
、
環

境
に
負
荷
を
与
え
な
い
生
活
を
一
人
ひ
と
り
が

心
が
け
た
り
、
C
C
S
な
ど
の
情
報
に
も
関

心
を
も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

各国のCCSの開発動向
大規模な統合CCSプロジェクト（LSIPｓ）等の現状

地域・国
計画段階 実施段階 全体数

選定 評価 決定 建設 操業 プロジェクト
の合計数

CO2回収の
総容量（Mtpa）

米国 – 1 1 3 7 12 3060万トン
カナダ – – – 2 3 5 650～700万トン
南米 – – – – 1 1 70万トン
EU – 3 1 – 2 6 1080万トン
中東 – – – 1 1 2 160万トン

オーストラリア＆ニュージーランド – 2 – 1 – 3 690～1150万トン
中国 3 1 4 – – 8 930万トン

他のアジア地域 – 2 – – – 2 200万トン
アフリカ - - - - 1 1 0
合計 3 9 6 7 15 40

CO2 回収容量の合計（Mtpa） 500万トン 1810～
2210万トン 580万トン 1110～

1220万トン 2840万トン 6840～7350万トン

※ LSIPsとは、CO2排出量が少なくとも80万（年間）トンの石炭火力発電プラント、もしくは、40万トンの天然ガス焚発電プラントを含む高排出施設に付設
されたCCSのプロジェクト。中国、およびアジア地域でも、10件計画されている。
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